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By the moon light in the morning,
I noticed the first snow on the top of Mount 
TOPAZ
The moon on the top of Mount TOPAZ
Please tell my message to my beloved one 
beyond.
“I am doing very well here.”
The city of TOPAZ
Today you show us the morning of the world 
which blows windows leaves
Sand on the desk in the room.
While snow freezes without molting the morning
We patiently wait the ray of rising
Falling snow scene being also pleasant.
TOPAZ is better or more comfortable place than 
we thought first.
Makoto Furuicawa (pen name)
LEIGH HUNT
Not, this my Rom-st.Peter’s dom.
Long dulled pristine Art of sistin.











1944年 4 月 1 日にトシオモリの作品が掲載さ
れていることである。トパーズタイムズに注
目して研究し始めたのは，大学院で1988年に
出された市民的自由法の背景を研究し始めた
時のことだった。その際に数多くの日系一世
を中心とした俳句や短歌が掲載されているこ
とを知った。その後日系アメリカ人による文
学作品を研究し始め改めてこの時代の作品が
その後の二世を中心とする文学作品の基礎で
あることに気づいたのである。その中で戦後
多くの作品を書いた二世のトシオモリが紙面
に作品を発表することによって戦前なかなか
執筆活動がすすまなかった彼にとって皮肉に
も多くの時間を持てたと彼の作品を戦後翻訳
した大橋吉之輔のあとがきに書かれている。
翻訳を通じて話し合う機会のあった二人の対
談の中での発言だという３）。
羅府新報の中で紹介した作品は戦後収容所
を出た後直後の人々の心情を描いたものであ
る。そこでここでは収容所を出る直前の作品
を紹介したい。
1945年 5 月25日
秘秘と祖国を偲ぶ郷土歌　春子
6月 1日
転住の友と行く春惜しみけり　中村梅夫
転住の思案もつかず春暮れる　服部獏零
日々変わる戦況になど迷はじと　思へど
またも
心騒ぐも　和佐りん
何事も運命のままにまかせ置き　徒然の
まま
尺八を吹く　松野三禱
収容所の中にいてもまだ故郷への思い出に
ふけりまた二つの故郷の戦いに心痛めた日系
人の心を表した作品である。
５　「羅府新報」と「トパーズタイムズ」の
比較
今まで述べてきたように，この二つの新聞
は日系人によって発刊されている。しかし
「羅府新報」は「ユタ日報」同様に第二次世
界大戦前なかなか英語がわからなかったり生
活に馴染めない日系一世中心の日系人コミュ
ニィティーに生活の情報を与えることを目的
に発刊されたものであった。しかし日常の生
活の中で少しずつ生活に潤いが求められ，ま
た固く心を閉ざし歯をくいしばって生活をし
てきた日系人たちが，短歌や俳句の募集に応
え本当の心の中の叫びを表現する機会が与え
られた。そんな矢先，第二次世界大戦が勃発
し日刊紙は発刊中止となり，それに代わる形
で収容所の新聞が発刊されるようになった。
そうした境遇の中で発刊されたのが「トパー
ズタイムズ」である。発刊当時は施設の案内
や食事の時間，配給の知らせなど事務的な物
が多かったが，年月が流れるにつれて，人々
が自分の今の気持ちを言葉に表したいという
気持ちが現われ，短歌や俳句，更には短編小
説などが紙面に見られるようになった。こ
の，短編小説や，英字の随筆が見られるの
が，「トパーズタイムズ」の特徴である。こ
の時代がその後の日系アメリカ文学に多大な
影響力になったと考える。戦後再開した「羅
府新報」の中では，1950年以降までそのよう
な作品がみられない。収容所を出た後日系人
たちの生活が再び苦しく忙しいものとなった
からであろう。しかし，何より，収容所を出
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た後，日系人にとって収容所に入ったことを
自らの罪のためのように思い恥ずかしいと考
え，当時の生活について日１日と 1世 2世た
ちが心を閉ざしていったことも大きな要因で
あろう。
終りに
最近日系三世の知り合いと強制収容所の生
活について語る機会があった。彼の両親はま
だ幼く収容所に入ってから多くの友達と暮ら
し遊べて楽しかったと言っていると話してく
れた。真実はわからないがそのような発言が
聞けるとは思っていなかったのでとても驚い
た，と同時に少し安らぎを感じた。多くの苦
難と悲しみにあふれた生活だと聞かされてい
たので，そのように感じた日系人もいたこと
にほっとしたのかもしれない。1988年の市民
的自由法で収容体験のある家族の手に入った
2000ドルは，自分達の教育費の一部になっ
た，と彼は笑っていた。ステレオタイプの
収容所の生活にとらわれないで，もっとあら
ゆる角度から日系人の歴史をとらえなければ
ならないと考えた一瞬だった。現在アメリカ
史の中の日系人史とその時々の彼らの文学作
品を結びつけることで，さらに細かい研究を
進めようと考えている。今後は多くの三世四
世とも交流することによって，過去と現在さ
らには将来の展望についても研究していきた
い。恩師猿谷先生が伝えてみえたアメリカ合
衆国という大きな国の中に暮らす様々な人種
の歴史に光を与え人々の声を聞き取っていき
たいと考えている。
注
１）この大統領令はその数ヶ月後に実際発令され
た。
２）この内容は「金城学院大学論集」第 3巻第二
号　2007年 3 月　に詳しく書いている。
３）彼のあとがきにには次のように書かれてい
る。「トシオモリ氏は開戦とともに，荒涼たる
ユタ州トパーズの日本人収容所に収容され，
1945年の終戦までそこにいた。皮肉にも，その
収容所生活が，同氏にとって物を書く暇が一番
あった時だそうである。」トシオモリ。大橋吉
之輔，カリフォルニア州ヨコハマ町，p202．」
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